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ど日本各地から京都にもたらされ

たものがほとんどで、京都産はご

く少量です。なかでも美濃・瀬戸

京都市考古資料館では、平成 24

年度 前期特別展示として、「ひょ

うげた器
うつわ

　―三条せともの屋出土

茶
ちゃとう

陶―」を開催します。

桃山時代は中世から近世への道

が開かれた歴史の画期です。政治

や文化などに大きな変化が起こり

ましたが、その一つに「茶の湯」

の隆盛をあげることができるでし

ょう。千
せんのりきゅう

利休・古
ふ る た お り べ

田織部らの著名

な茶人が活躍したのも、この時代

です。

今回の特別展示では、京都市有

形文化財（美術工芸品〔考古資料〕）

に指定された、京都市中京区三条

通柳馬場東入中之町出土の江戸時

代初期（17 世紀はじめ頃）の多量

の陶磁器を中心に陳列します。こ

れらは、桃山時代から江戸時代初

期の茶事・茶会で使用される陶磁

器「茶陶」であることが大きな特

徴です。

中之町東側に位置する弁慶石町・

下白山町・福長町からも、同じ時

期の多量の茶陶が出土しており、

三条通沿いの東西わずか 200 ｍ程

度の範囲に類似する遺跡が集中し

ていることが明らかになってきま

した。これらの茶陶には、生産地

の窯で焼成する際に用いられた窯
かま

道
どう

具
ぐ

が付着したままのものがあり、

多くは使用された痕跡が認められ

ないことから、実際に使用された

ものではなく、商品として店舗で

保管・陳列されたものであったと
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考えられます。

江戸時代初期に描かれた「京都図

屏風」や「寛永平安町古図」には、

中之町の位置に「せと物や町」の記

載があり、この推測を裏付けます。

中之町から出土した茶陶は、美
み
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産が圧倒的多数を占め、志
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部黒・青織部・黒織部な

ど様々な意匠の製品があります。

また、器形には茶碗・皿・鉢・向
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明具などがあります。

これらの茶陶には、産地を問わ

ず、非対称にひずんだ器「ひょう

げた器」が多数含まれており、ひ

ずんだ形と自由闊
かったつ

達な絵付けが大

きな特徴となっています。出土し

た茶陶から、桃山時代から江戸時

代初期の「奔放な」文化の有り様

をうかがうことができるでしょう。

桃山文化を代表する数々の茶陶

を心ゆくまでご覧ください。そし

て、考古学が明らかにしてきた桃

山時代の「茶の湯」に思いをはせ

てください。 （山本雅和）
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関連遺跡地図（室町時代～江戸時代前期）
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